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井

君

を

偲

酒
井
君
を
偲
び
て

び

六
月
六
日
朝
、
酒
井
君
の
逝
去
を
知
っ
て
愕
然
と
し
た
。
昨
夜

元
気
な
電
話
の
声
で
話
し
合
っ
た
計
り
な
の
で
、
全
く
夢
欺
と
暫

く
は
茫
然
と
し
て
い
た
。
そ
の
死
を
確
め
て
急
に
言
い
知
れ
ぬ
心

の
寂
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
来
た
。

君
は
、
明
治
二
十
四
年
十
二
月
十
日
、
岡
山
県
後
月
郡
明
治
村

花
滝
に
生
れ
た
。
高
等
小
学
校
卒
業
後
、
一
時
僧
た
ら
ん
と
し
て

寺
に
入
っ
た
が
、
志
を
変
へ
て
、
大
阪
に
出
で
、
繊
維
問
屋
の
徒

弟
と
な
り
転
じ
て
本
町
の
織
物
問
屋
伊
藤
新
株
式
会
社
に
勤
め
た
Q

終
戦
後
同
社
解
散
に
よ
り
、
独
力
で
損
害
保
険
代
理
店
を
経
営
さ

れ
て
今
日
に
及
ん
で
い
た
。

大
正
の
初
め
頃
、
重
建
懐
徳
堂
の
開
講
以
来
聴
講
生
と
な
り
、

爾
来
六
十
余
年
、
筵
に
一
日
の
如
く
、
そ
の
熱
心
な
こ
と
は
山
本

楢
信
君
と
共
に
双
璧
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
殊
に
昭
和
初
期
か

ら
、
堂
友
会
の
会
務
を
映
掌
し
て
倦
む
こ
と
な
く
、
大
小
の
企
画

雑
役
に
精
根
を
尽
く
し
て
死
の
直
前
ま
で
潅
る
こ
と
の
な
か
っ
た

こ
と
は
、
誰
も
真
似
の
出
来
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
同
感
謝
の

て

四
五

的
で
あ
る
。

家
庭
に
あ
っ
て
は
、
―
―
一
女
の
子
福
長
者
で
、
夫
れ
入
＼
｀
婚

嫁
を
卒
え
て
、
育
英
界
に
、
刀
圭
界
に
、
実
業
界
に
立
派
に
活
躍

さ
れ
、
孫
さ
ん
も
十
数
人
と
い
う
繁
昌
振
り
で
、
来
年
は
米
寿
の

賀
を
自
祝
す
る
と
楽
ん
で
い
ら
れ
た
。
そ
れ
は
若
い
時
代
の
御
苦

労
が
良
い
実
を
結
ん
で
、
福
徳
寿
兼
ね
備
わ
っ
た
と
て
も
羨
し
い

境
涯
で
あ
っ
た
。

家
に
在
っ
て
は
、
中
々
厳
格
な
父
で
あ
り
、
お
祖
父
様
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
然
し
君
は
、
生
来
寡
言
で
は
あ
っ
た
が
、

率
直
の
中
に
、
独
特
の
愛
嬌
と
温
か
味
の
滲
む
言
動
が
あ
っ
て
、

他
家
の
幼
猿
が
懐
く
程
で
あ
っ
た
。

身
を
持
す
る
こ
と
倹
素
、
廉
直
を
重
ん
じ
た
。
我
が
善
を
揚
げ

ず
、
人
の
悪
は
口
に
し
な
い
。
敢
え
て
人
に
逆
う
こ
と
は
し
な
い

が
、
自
信
は
強
く
、
決
し
て
狂
げ
る
こ
と
は
せ
ぬ
。
実
行
力
は
強

く
、
克
＜
窮
乏
に
堪
え
、
重
き
荷
物
を
負
う
て
遠
く
坂
路
を
行
く

気
概
に
溢
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
こ
そ
、
賑
難
の
世
に
処
し
て
、
多

中
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酒
井
君
を
偲
び
て

子
を
薫
陶
さ
れ
、
独
往
の
境
涯
を
築
か
れ
た
も
の
で
、
永
年
親
灸

す
る
我
等
に
も
無
言
の
示
導
を
与
え
呉
れ
ら
れ
た
こ
と
甚
大
な
も

の
で
あ
る
。

君
は
日
常
の
飲
食
に
は
、
決
し
て
好
悪
は
言
わ
な
い
。
唯
酒
は

大
好
物
で
、
和
洋
は
問
わ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
量
を
過
し
て

も
乱
れ
る
と
い
う
酔
振
は
見
た
こ
と
は
な
い
。

趣
味
は
広
い
。
大
体
文
芸
の
方
面
で
、
古
美
術
の
観
賞
の
た
め

古
社
寺
巡
り
、
博
物
館
そ
の
他
、
展
示
会
の
観
覧
に
は
よ
く
暇
を

さ
い
て
出
掛
け
ら
れ
た
。
平
安
彫
刻
国
宝
展
覧
会
を
観
る
た
め
、

上
野
の
国
立
博
物
館
ま
で
、
わ
ざ
人
＼
‘
上
京
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

又
、
独
り
稽
古
ら
し
い
が
書
道
や
俳
画
も
や
っ
た
と
見
え
、
遣
作

が
沢
山
あ
っ
た
。
こ
れ
は
家
人
に
も
知
ら
れ
ず
、
歿
後
、
私
が
遣

書
整
理
中
見
出
し
た
の
で
、
何
時
や
っ
て
い
た
の
か
。
恐
ら
く
夜

中
で
も
コ
ッ
コ
ッ
彩
管
を
揮
っ
て
い
ら
れ
た
の
か
。
書
道
の
方
は

条
幅
が
一
枚
あ
っ
た
が
、
画
の
方
は
仲
々
器
用
に
描
け
て
い
た
。

古
く
か
ら
俳
句
は
や
っ
て
い
て
、
堂
友
会
誌
に
も
載
せ
ら
れ
た

が
「
不
如
」
は
そ
の
俳
号
で
あ
る
。

漠
詩
は
、
昭
和
初
期
か
ら
呉
山
社
同
人
と
な
り
、
中
井
黄
裳
、

岡
山
源
六
、
吉
田
北
山
、
諸
先
生
の
指
導
で
や
り
出
し
た
。
字
完

叔
。
号
鳴
谷
と
は
こ
の
頃
か
ら
の
、
称
呼
で
「
完
叔
一
に
は
北
山

先
生
の
字
説
が
あ
る
。

書
藉
の
蒐
集
も
大
き
な
道
楽
で
、
暇
と
足
と
で
根
気
よ
く
蒐
め

ら
れ
た
。
こ
れ
に
は
私
も
よ
く
お
供
し
た
も
の
で
。
所
謂
金
持
の

蒐
集
と
は
柳
か
そ
の
選
を
異
に
す
る
、
同
臭
の
二
人
で
あ
っ
た
。

一
酒
と
書
藉
の
堆
積
裡
で
暮
し
た
い
念
願
だ
」
と
平
素
口
癖
に
し

て
い
た
と
言
う
。
こ
れ
は
未
亡
人
の
話
で
あ
る
。

就
中
、
太
閤
記
に
関
し
て
は
、
古
版
本
、
古
写
本
か
ら
現
代
人

の
作
品
ま
で
も
、
書
架
、
数
架
に
満
つ
る
程
で
、
私
も
岩
波
文
庫

本
の
太
閤
記
二
冊
徴
発
さ
れ
た
覚
え
が
あ
る
。

君
は
、
白
話
文
が
よ
く
読
め
る
の
で
、
中
国
小
説
類
も
相
当
あ

り
、
漠
詩
は
唐
本
、
和
刻
と
点
数
は
多
い
。
多
趣
味
な
の
で
そ
の

蒐
集
範
囲
は
汎
く
、
居
住
に
不
自
由
を
惑
ず
る
程
の
儲
蔵
は
、
先

づ
盛
突
と
謂
う
べ
き
で
あ
る
。

旅
行
も
好
き
で
、
普
通
の
観
光
旅
行
に
も
、
随
分
方
々
廻
っ
て

い
る
が
、
信
仰
の
故
が
、
四
国
遍
路
は
繰
り
か
え
し
数
回
巡
歴
し

て
、
満
願
の
納
経
印
の
数
軸
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
私
も
、
よ
く

勧
め
ら
れ
た
が
、
遂
に
お
伴
す
る
機
は
な
か
っ
た
。

旅
に
は
移
植
錢
は
忘
れ
な
い
。
連
れ
に
逸
れ
て
も
、
悠
々
、
根

を
掘
っ
て
い
る
君
の
姿
は
人
の
馴
染
む
所
だ
。
そ
れ
が
今
繁
っ
て

家
の
庭
先
か
ら
門
前
を
緑
に
埋
め
て
い
る
。

相
撲
も
好
き
で
単
な
る
テ
レ
ビ
観
賞
に
甘
ん
じ
な
い
、
大
阪
場

所
に
は
時
々
出
掛
け
て
い
だ
。
大
鵬
の
大
フ
ァ
ン
で
相
撲
雑
誌
も

揃
え
て
い
た
。

往
年
の
京
都
大
学
の
先
生
方
の
遣
墨
も
、
相
当
蒐
め
ら
れ
て
あ

四
六



り
、
今
度
私
は
懐
し
く
拝
見
し
た
。

曾
て
、
こ
ん
な
話
も
あ
っ
た
。
山
本
君
と
二
人
で
京
都
の
狩
野

先
生
の
揮
奄
を
請
う
だ
が
一
寸
、
諾
わ
れ
そ
う
に
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
両
人
は
考
え
て
一
天
照
皇
太
神
」
と
揮
奄
を
懇
願
し
て
、
や

っ
と
望
が
叶
へ
ら
れ
た
。
然
し
、
唯
だ
、
五
字
一
行
の
書
で
、
そ

れ
に
は
落
歎
が
な
い
。
先
生
が
「
落
歎
は
神
位
に
対
し
て
畏
れ
多

い
の
で
」
と
仰
せ
ら
れ
た
と
い
う
の
で
聯
が
憾
ん
で
い
た
。
そ
の

書
は
誠
に
立
派
な
も
の
で
、
今
、
酒
井
家
の
宝
物
に
な
っ
て
い
る
。

こ
ん
な
時
代
の
懐
徳
堂
の
講
義
が
す
ん
で
、
帰
り
は
九
時
半
に

な
る
。
冬
の
寒
い
町
の
通
を
家
路
に
向
う
途
、
時
に
は
松
屋
町
、

内
本
町
角
に
「
五
郎
八
」
と
い
う
酒
輝
の
縄
暖
簾
を
く
ぐ
っ
て
一

杯
岬
る
酒
井
山
本
両
君
が
あ
る
。
そ
の
時
外
で
待
つ
の
が
私
で
。

こ
ん
な
風
景
は
時
折
り
、
想
い
起
す
が
、
今
、
君
の
死
に
よ
っ
て
、

俄
か
に
あ
り
／
＼
眼
に
う
つ
る
。

此
三
人
、
夫
れ
人
＼
個
性
は
強
く
、
お
互
い
妥
協
性
は
な
い
。

そ
れ
が
堂
の
こ
と
に
な
る
と
、
不
思
議
に
固
く
繋
っ
て
来
て
い
る
。

山
本
君
は
、
船
場
の
綿
布
問
屋
の
御
曹
子
。
酒
井
君
と
私
と
は
、

言
わ
ば
徒
弟
出
身
だ
が
。
御
曹
子
は
最
後
の
一
点
、
中
々
牙
薔
を

忘
れ
な
い
。
酒
井
君
等
は
分
限
を
善
く
守
っ
て
い
る
よ
う
で
、
終

に
は
何
も
か
も
忘
れ
て
趣
味
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
。
叢
書
を
購
う

に
し
て
も
、
片
や
首
巻
と
末
巻
と
を
買
う
に
止
め
る
。
片
や
有
り

ツ
ン
ド
ク

も
せ
ぬ
痰
中
を
傾
け
て
、
揃
え
て
架
上
を
飾
る
。
積
読
で
あ
る
こ

酒
井
君
を
偲
び
て

四
七

と
は
何
れ
も
同
じ
こ
と
と
、
悟
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
語
り
合
い
、

哄
笑
一
番
し
た
三
人
男
の
中
、
山
本
君
が
、
昨
年
、
先
づ
逝
き
、

今
年
酒
井
君
亦
歿
り
、
斯
く
て
、
明
治
人
は
、
漸
く
凋
落
し
て
行

く
。
人
の
世
の
常
と
は
い
へ
流
石
に
淋
し
い
。

曾
て
何
か
の
拍
子
に
珍
ら
し
く
も
当
人
か
ら
承
っ
た
話
だ
が
、

少
年
時
代
、
郡
長
か
ら
、
学
業
成
績
優
良
で
表
彰
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
と
い
う
。
そ
の
郷
窯
の
秀
オ
は
、
長
じ
て
大
阪
実
業
人
と
な

り
、
往
年
大
阪
朝
日
新
聞
に
そ
の
異
彩
振
り
を
再
度
掲
載
さ
れ
、

大
に
気
を
吐
い
た
こ
と
は
、
知
る
人
は
存
外
懃
い
。
こ
の
偉
大
な

る
教
蓑
人
、
酒
井
鳴
谷
翁
に
就
い
て
偲
び
出
づ
る
儘
、
書
き
記
し

て
、
そ
の
冥
福
を
祈
念
い
た
し
ま
し
た
。
九
月
六
日




